
 

 

 

 

 

 

 

以前にも福島県大熊町の義務教育学校につい

て紹介させていただきましたが、大熊町の佐

藤教育長が、ゼロからのまちづくりを行う中

で、まちの未来、こどもの未来を見据えた義

務教育学校「学び舎 ゆめの森」のビジョン

を語っておられる記事（内外教育 7088号）

が目に留まりました。  

大熊町の義務教育学校は「学び舎 ゆめの

森」という名前です。「学び舎 ゆめの森」

では、義務教育学校の独自教科を設定するこ

とができるという強みを生かし、これから必

要な力として「コミュニケーション」「コラ

ボレーション」「クリティカルシンキング」

「クリエーション」の 4つをあげ、その頭文

字をとって「4C」という授業を設定されてい

ます。またそうした授業を実践されていく先

生たちのことを「デザイナー」と呼んでいる

そうです。「学び舎 ゆめの森」での学びは

これまで先生たちが経験してきた学びではな

く、「学びを創り出していく」といったクリ

エイティブなことから“デザイナー”がピッ

タリなんだろうなと感じます。先生たち自身

が学びをデザインしていく姿が子どもの学び

のモデルとなっていくんだろうなと思いま

す。そんな学校の姿勢をあらわしているのが次のような教育方針です。 

「温故知新」ではなく、「温故創新」と書かれています。「温故知新」は孔子の言葉で、よく

知られている四字熟語です。「過去の事実を研究し、そこから新しい知識・見解をひらけ」とい

う言葉です。最近はちょくちょく「温故創新」という言葉を見かけます。「創新」とは中国語で

「新しいものを生み出す、創造する」という意味で、イノベーションと置き換えられるのではと

思います。「温故創新」とは、「過去の事実を研究し、自ら考え、行動することで変化を起こ

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 

明石市教育委員会事務局学校教育課 mail：gakkyo@city.akashi.lg.jp 

No.222 

7.12 

2023 

For The Future 

Twitter 

YouTube 

「学び舎 ゆめの森」  

先生からデザイナーへ 

ステートメント 

ゆめを見つける 

ゆめを分かち合う 

ゆめを育てる 

 

自分の「好き」を見つけて 

時間をかけてじっくりと向き合える。 

学校には家族のような 

仲間がいる、先生がいる。 

失敗を責めることなく互いを認め合い、 

小さな成功の喜びを分かち合える。 

そんな幸せな子ども時代を 

過ごしてもらいたい。 

遊びの中から多くを学び、 

学びの中にも遊び心を忘れず 

自分らしい未来を切り拓く力。 

学び舎ゆめの森は、公教育の可能性を信じて 

子どもたち一人ひとりが輝ける 

夢の学校づくりにチャレンジします。 

引用：「学び舎 ゆめの森」ホームページより 

https://manabiya-yumenomori.ed.jp/ 



せ」という意味になるのかなと私は考えます。「学び舎 ゆめの森」では、“「過去の事実を研

究し、そこから新しい知識・見解をひらく」だけではイノベーションは起こらない、イノベーシ

ョンを起こすには「過去の事実を研究し、自ら考え、行動することで変化を起こしていく」”と

いう意味で「温故創新」を使われているのではと、私は考えますが、みなさんはどう感じられま

すか？ 

未来を視

点にする

と、「温故

知新」から

「温故創

新」へは、

私たちがこ

れから大切

にしたい姿

勢ではと思

います。 

「学び舎 ゆめの森」の記事やホームページを観ながら、学校という言葉よりも子どもだけで

なく、大人も学び成長する場として「学び舎」という言葉がピッタリするように思います。そし

て、「学び舎」をデザインし、「学び舎」での学びをデザインするデザイナーという言葉もピッ

タリきます。公立の学校でもこうしたチャレンジが始まっているのは、先生たちご自身が、自分

はデザイナーという意識が生まれたからではと思ったりします。そんな意識からイノベーション

が始まっていくような気がします。 

これは「学び舎 ゆめの森」の“グランドデザイン”です。何を大切にして、何を目指してい

くのかがイメージできるデザインですね。文字ではなく、こうしたデザインは共通したイメージ

がもちやすいのかもしれないですね。みなさんの学校いや学び舎のグランドデザインを教師・地

域のみなさ

ん・保護者

のみなさん

がデザイナ

ーになって

対話しなが

ら“グラン

ドデザイ

ン”をデザ

インしてみ

るのはいか

がですか？ 

 

 

 

引用：「学び舎 ゆめの森」ホームページより https://manabiya-yumenomori.ed.jp/ （文責：北本） 

教育方針 

「温故創新」 

誇りを持って、自分の未来を切り拓く 

 

これからの未来を生きる子どもたちには、見たこと・感じたことを先取りして 

形にできるデザイン力を育み、自分だけのゆめのはなを育ててもらいたい。 

学び舎ゆめの森では、一人ひとりに芽生えたゆめのたね（好奇心）を大切に見守り、 

じっくりと根を張って探究できる時間を大事にしていきたいと考えています。 

引用：「学び舎 ゆめの森」ホームページより https://manabiya-yumenomori.ed.jp/ 

https://manabiya-yumenomori.ed.jp/

